
コーププラス
×

SDGs

06

今回の取り組みは、目標11：

につながっています。

「ともに」の力で能登を笑顔に！
2024年1月1日に能登半島を襲った地震から約2年、そして同年9月の記録的な大雨から1年以上が過ぎました。
震災直後から現在まで、コープデリグループは被災地に寄り添った支援を続けています。

コープは能登の復興を応援

被災地の生協であるコープいしかわでは、職員が被災し道路状況も悪いことな
どから、全国の生協が職員を派遣して支援しました。2024年1月中旬から約 
3カ月間・週替わりで、コープデリグループからは職員のべ52人を派遣。商品
の配達や、被害状況確認のための組合員への電話がけなどを行いました。

●全国の生協職員とともに支援

コープいしかわへの支援を続けています

募
金
方
法

コープデリを含め全国の生協の職員が応援に
駆けつけ、コープいしかわの配達作業を担いました

▲

被災地域を長期的に支援し復興につなげるため、2024年4月末から1年間、コープデリグループから3人
の職員がコープいしかわに出向。宅配センターで配達などの業務を担いました。現在は第2期の3人が出
向しています。

●職員3人が1年間出向して支援

妻が輪島出身で、毎年訪れていた大切な場所です。大
変な中でも暮らしている能登の人たちを笑顔にできる
よう、がんばっています。

（写真右・コープみらい 宅配東京3地区 管理トレーナー 河村さん）

出向の1年間を通じて、能登は第2の故郷となりました。
大好きな能登を思い続けたいと、出向後もセンターの職
員と一緒にボランティアに参加しています。

（写真中央・コープみらい コープデリ枝川センター 佐々木さん）

第2期：2025年4月～第1期：2024年4月～2025年
4月

詳しくはこちら

※1ポイント＝1円。この募金は税務上「寄付金控除」の対象になりません

OCR注文書やeフレンズ、アプリなどで、下記の申込番号とご希望
の口数をご記入ください。

1口100円 286528 1口1,000円 286536

宅 配  

1口10ポイント 286538

1口100ポイント 286545

全ポイント（数量欄に1と記入）　286547

【ポイント募金】 レジまたは募金箱にて
承ります。レジではポイ
ントカードのポイント
での募金も承ります。

店 舗

受付期間：
2026年1月11日（日）まで

受付期間：2026年1月2回注文まで
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コープデリグループは、事業と活動を通して「S
エスディージーズ

DGs（持続可能な開発目標）」の達成を目指しています。
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被災された方々の疲れを少しでも癒やし、人と人が再びつながるきっ
かけにしてもらいたいと、全国の10の生協で「つな♡のと旅企画～
つながる力でのとを笑顔に旅企画～」を実施。コープみらい・とちぎ
コープでは、コープいしかわの組合員・地域住民を招待しました。

●コープいしかわの親子を招待

被災地では住宅再建や港湾の整備だけでなく、被災者の心身の健康などくらしに関わるさまざまな課題が山積しています。
これからも被災された方々に寄り添った支援を続けるため、皆さまのご協力をお願いいたします。お預かりした募金は、
被災者のくらしやコミュニティの支援、被災者の笑顔を取り戻すための支援などに活用させていただきます。

2024年1月の能登半島地震と、同年9月の記録的豪雨に
より被災された方々を支援するため、コープデリグルー
プではそれぞれ募金を呼びかけました。お預かりした募
金は、被災者・被災地への支援として活用しています。

「令和6年能登半島地震及び能登半島豪雨災害募金」にご協力ください

全国の生協からの募金とあわせ、約19億円が
石川県に寄付されました。またコープデリに
いがたから2,000万円を新潟県に寄付しまし
た。各自治体を通じて、被災された方々への
義援金として届けられています。

全国の生協から寄せられた募金と一緒に、2,000万円を新潟
県に贈呈しました

●被災された方々への義援金に活用

緊急支援募金に取り組みました

2024年1月～ 3月　　　　	　5億3,228万5,716円
2024年9月～ 2025年1月　	2億1,182万3,596円

コープみらいでは20組40人の親子を招
待し、東京スカイツリーの観覧や劇団四
季『ライオンキング』を鑑賞。参加者は「自
宅が被災し子どもと離れて暮らしている
ので、今回楽しい時間を過ごすことがで
きました」と喜んでいました。

とちぎコープでは大人の癒
やし旅として20人を招待
し、「若竹の杜若山農場」（宇
都宮市）見学、「木のふる
さと伝統工芸館」（鹿沼市）
の「かぬま組子細工のコー
スター作り」体験、日光東
照宮の見学などを楽しんで
いただきました。

コープぐんまでは理事・職員が珠
す ず

洲
市内の仮設住宅を訪問し、群馬の
郷土料理「おっきりこみ」などのあ
たたかな食事を提供しました。

コープながのでは、珠洲市内の公
民館で組合員理事・職員が長野の
郷土料理「おやき」を参加者と一
緒に作り、交流しました。

能登では住み慣れた家や能登を離れざるを得ないなど、つな
がりが途切れ、孤立・孤独の懸念が高まっています。こうし
た中、地域の方が集まり交流する場を作るため、ボランティ
ア活動が行われています。

●ボランティア活動で交流
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